
令和８年３月10日現在
認定日 認定番号 認定事業者の名称 措置実施計画の概要、変更の概要

1 令和５年２月27日 商も第585号 オリオンビール株式会社
 ビール製造工程の効率化に取り組むことで
製造工程時間を減らし、利益率の向上を目指
す

2 令和５年７月28日 商も第251号 株式会社大琉商事
 砕石工場での原料の投入と出荷スピードを
向上させることで、生産量の拡大と売上げの
増加を目指す。

3 令和５年10月27日 商も第406号 株式会社大琉商事

 大型ホイールローダーを増設することによ
り、原料の投入と出荷スピードを向上させる
ことが可能となり、更なる生産量の拡大と売
上の増加が見込める。

4 令和５年12月25日 商も第485号 琉球セメント株式会社

 熱エネルギー代替廃棄物処理設備を新設
し、セメント製造に必要な熱エネルギーの原
料である石炭等の一部をリサイクル事業で得
た熱エネルギー系廃棄物に置き換えること
で、製造コストの削減を図り、生産の効率化
を目指す。

5 令和６年１月15日 商も第510号 オリオンビール株式会社
 ビール製造工程の省エネルギー化に取り組
むことで、電力使用量の低減を図り、利益率
の向上を目指す。

6 令和６年２月21日 商も第571号 オリオンビール株式会社

 ロボットケーサーを導入し、海外出荷用
ビールびん製品の人手による箱詰め替え作業
を自動化することで、海外向けクラフトビー
ルの増産体制を確立する。

7 令和６年２月28日 商も第591号 オリオンビール株式会社
 ビールびんケース（ポリ函）の破損検査工
程を自動化し、コスト削減を図ることで利益
額増を目指す。

8 令和６年３月29日 商も第694号 オリオンビール株式会社
 取得資産の取得及び使用開始時期の変更、
並びに実施期間の変更。

9 令和６年５月８日 商も第64号 オリオンビール株式会社
 取得資産の取得及び使用開始時期の変更、
並びに実施期間の変更。

10 令和６年10月８日 商も第342号 琉球セメント株式会社

 塩素抽気設備に冷却器を増設することで塩
素除去能力を増強し、セメントキルンで行う
高塩素廃棄物処理の拡大を図り製造コストを
削減する。

11 令和６年10月29日 商も第388号 株式会社大琉商事

 ジョークラッシャー（粉砕機）及び振動ス
クリーン（篩い機・振るい機）の導入によ
り、砕石工場での破砕作業及び砕石の篩い分
けの効率化に取り組み、生産量の拡大と売上
の増加を目指す。
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12 令和６年12月5日 商も第435号 オリオンビール株式会社
 発酵タンク及び冷蔵倉庫の導入により、ク
ラフトビール製造量及び製品アイテム数の増
加や販路開拓及びブランド強化を目指す。

13 令和７年２月19日 商も第521号 オリオンビール株式会社
 空樽検査機の導入により、検査精度が向上
し、コスト削減及び生産効率の最適化が行え
る。

14 令和7年6月19日 商も第184号 株式会社沖坤

 再生資源材及び派生関連製品を生産するた
めの工場建設により、生産効率の向上、生産
量の増加が見込まれ、再生資源製品の売上増
加及び生産コスト低減を図る。
 また、産業廃棄物（生コンスラッジ）の発
生抑制等により、環境への負荷を軽減する。

15 令和7年7月25日 商も第260号 琉球セメント株式会社
 砕石プラントを新設することで生産能力が
向上し、将来的に砕石の増産が求められても
対応可能とする。

16 令和8年2月9日 商も第545号 株式会社カイコン
 コンクリート製品の製造工程の効率化に取
り組むことで売上高の増加及び労働生産性の
向上を図る

17 令和8年2月9日 商も第546号 沖縄アンホ株式会社
 敷地内に新工場を建設することにより、業
務を効率化することで製造コストの削減を図
り、利益率の向上を目指す。

18 令和８年２月12日 商も第549号 琉球セメント株式会社
 取得予定資産の一部取り下げ及びそれに伴
う総事業費の変更。

18 令和８年２月18日 商も第569号 株式会社カイコン
 コンクリート製品の製造工程の効率化に取
り組むことで売上高の増加及び労働生産性の
向上を図る。

19 令和８年３月10日 商も第606号 オリオンビール株式会社

 酒類製造工程で使用する苛性ソーダ供給設
備の安定稼働を図るため、原液タンクの液面
監視機能および供給ポンプの保護機能を強化
する制御監視システムを追加構築する。
 本取組により、設備故障や製造ラインの突
発停止リスクを低減し、製造コストの抑制お
よび生産体制の安定化を図る。



20 令和８年３月10日 商も第618号 オリオンビール株式会社

 冷却水（ブライン）送液ポンプのバック
アップ機を、メイン機と同等能力の制御ポン
プに更新する。
 本取組により、冷却水（ブライン）供給設
備の信頼性を高め、製造工程の安定稼働を図
るとともに、設備故障時における製造ライン
停止リスクの低減を図る。

21 令和８年３月10日 商も第619号 オリオンビール株式会社

 仕込熱回収装置周辺の給水・給湯ラインに
計3台の流量計を設置し、熱使用量を可視化す
る。
 本取組により、仕込工程における熱利用状
況を定量的に把握し、製造工程の効率化およ
びエネルギー使用の適正化を図る。


